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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数ページからなる画像データを一部数ずつ印刷し、複数部数印刷する画像処理装置で
あって、
　複数の濃度を有するパッチ画像を感光ドラム上に形成する形成手段と、前記形成手段に
よって形成されたパッチ画像の濃度を読み取る読み取り手段とを有し、
　前記形成手段と前記読み取り手段は、Ｎ部数目印刷終了時（Ｎは整数）と（Ｎ＋Ｋ）部
数目印刷終了時（Ｋは自然数）に実行し、前記Ｎ部数目印刷終了時における前記パッチ画
像の濃度の読み取り値と前記（Ｎ＋Ｋ）部数目印刷終了時における前記パッチ画像の濃度
の読み取り値から単位部数あたりの濃度ずれ量を算出する濃度ずれ量算出手段と、
　前記濃度ずれ量算出手段によって算出された単位部数あたりの濃度ずれ量に基づき、単
位部数あたりの基準濃度からの濃度ずれを補正する濃度補正テーブルを算出するテーブル
算出手段と、
　前記形成手段と前記読み取り手段は（Ｎ＋Ｋ＋１）部数目以降には行わずに、前記テー
ブル算出手段によって算出された濃度補正テーブルを用いて、前記（Ｎ＋Ｋ＋１）部数目
以降の単位部数あたりの基準濃度からの濃度ずれを補正する濃度ずれ補正手段と
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　複数ページからなる画像データを一部数ずつ印刷し、複数部数印刷する画像処理装置で
あって、
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　複数の濃度を有するパッチ画像を感光ドラム上に形成する形成手段と、
　前記形成手段によって形成されたパッチ画像の濃度を読み取る読み取り手段とを有し、
Ｎ部数目印刷終了時（Ｎは整数）に前記形成手段と前記読み取り手段を実行し、前記読み
取り手段によって読み取ったパッチ画像の濃度に基づき基準濃度からの濃度ずれ量を補正
する処理を行い、（Ｎ＋Ｋ）部数目印刷終了時（Ｋは自然数）に前記形成手段と前記読み
取り手段を実行し、前記（Ｎ＋Ｋ）部数目印刷終了時における前記パッチ画像の濃度の読
み取り値と前記基準濃度から単位部数あたりの濃度ずれ量を算出する濃度ずれ量算出手段
と、
　前記濃度ずれ量算出手段によって算出された単位部数あたりの濃度ずれ量に基づき、単
位部数あたりの基準濃度からの濃度ずれを補正する濃度補正テーブルを算出するテーブル
算出手段と、
　前記形成手段と前記読み取り手段は（Ｎ＋Ｋ＋１）部数目以降には行わずに、前記テー
ブル算出手段によって算出された濃度補正テーブルを用いて、前記（Ｎ＋Ｋ＋１）部数目
以降の単位部数あたりの前記基準濃度からの濃度ずれを補正する濃度ずれ補正手段と
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　複数ページからなる画像データを一部数ずつ印刷し、複数部数印刷する画像処理装置で
あって、
　一部数目印刷終了時に、複数の濃度を有するパッチ画像を感光ドラム上に形成する形成
手段と、
　前記形成手段によって形成されたパッチ画像の濃度を読み取る読み取り手段と、
　前記読み取り手段によって読み取ったパッチ画像の濃度の読み取り値と基準濃度から一
部数あたりの濃度ずれ量を算出する濃度ずれ量算出手段と、
　前記形成手段と前記読み取り手段は二部数目以降には行わずに、前記濃度ずれ量算出手
段によって算出された一部数あたりの濃度ずれ量に基づき、二部数目以降の単位部数あた
りの前記基準濃度からの濃度ずれを補正する補正手段と
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項４】
　Ｎ部数目印刷後に算出されたビデオカウント値と、（Ｎ＋Ｋ）部数目印刷後に算出され
たビデオカウント値が近い場合、前記濃度ずれ補正手段を実行することを特徴とする請求
項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　一部を構成するページ数が所定のページ数よりも多い場合、前記一部を構成するページ
を複数のページ群に分割し、前記分割したページ群を単位部数として濃度ずれ量を算出し
、
　前記濃度ずれ量に基づき算出された濃度補正テーブルを用いて、前記単位部数あたりの
濃度ずれを補正することを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　複数ページからなる画像データを一部数ずつ印刷し、複数部数印刷する画像処理方法
であって、
　複数の濃度を有するパッチ画像を感光ドラム上に形成する形成ステップと、前記形成ス
テップによって形成されたパッチ画像の濃度を読み取る読み取りステップとを有し、
　前記形成ステップと前記読み取りステップは、Ｎ部数目印刷終了時（Ｎは整数）と（Ｎ
＋Ｋ）部数目印刷終了時（Ｋは自然数）に実行し、前記Ｎ部数目印刷終了時における前記
パッチ画像の濃度の読み取り値と前記（Ｎ＋Ｋ）部数目印刷終了時における前記パッチ画
像の濃度の読み取り値から単位部数あたりの濃度ずれ量を算出する濃度ずれ量算出ステッ
プと、
　前記濃度ずれ量算出ステップによって算出された単位部数あたりの濃度ずれ量に基づき
、単位部数あたりの基準濃度からの濃度ずれを補正する濃度補正テーブルを算出するテー
ブル算出ステップと、
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　前記形成ステップと前記読み取りステップは（Ｎ＋Ｋ＋１）部数目以降には行わずに、
　前記テーブル算出ステップによって算出された濃度補正テーブルを用いて、前記（Ｎ＋
Ｋ＋１）部数目以降の単位部数あたりの基準濃度からの濃度ずれを補正する濃度ずれ補正
ステップと
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項７】
　複数ページからなる画像データを一部数ずつ印刷し、複数部数印刷する画像処理方法で
あって、
　複数の濃度を有するパッチ画像を感光ドラム上に形成する形成ステップと、
　前記形成ステップによって形成されたパッチ画像の濃度を読み取る読み取りステップと
を有し、
　Ｎ部数目印刷終了時（Ｎは整数）に前記形成ステップと前記読み取りステップを実行し
、前記読み取りステップによって読み取ったパッチ画像の濃度に基づき基準濃度からの濃
度ずれ量を補正する処理を行い、（Ｎ＋Ｋ）部数目印刷終了時（Ｋは自然数）に前記形成
ステップと前記読み取りステップを実行し、前記（Ｎ＋Ｋ）部数目印刷終了時における前
記パッチ画像の濃度の読み取り値と前記基準濃度から単位部数あたりの濃度ずれ量を算出
する濃度ずれ量算出ステップと、
　前記濃度ずれ量算出ステップによって算出された単位部数あたりの濃度ずれ量に基づき
、単位部数あたりの基準濃度からの濃度ずれを補正する濃度補正テーブルを算出するテー
ブル算出ステップと、
　前記形成ステップと前記読み取りステップは（Ｎ＋Ｋ＋１）部数目以降には行わずに、
前記テーブル算出ステップによって算出された濃度補正テーブルを用いて、前記（Ｎ＋Ｋ
＋１）部数目以降の単位部数あたりの前記基準濃度からの濃度ずれを補正する濃度ずれ補
正ステップと、
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項８】
　複数ページからなる画像データを一部数ずつ印刷し、複数部数印刷する画像処理方法で
あって、
　一部数目印刷終了時に、複数の濃度を有するパッチ画像を感光ドラム上に形成する形成
ステップと、
　前記形成ステップによって形成されたパッチ画像の濃度を読み取る読み取りステップと
、
　前記読み取りステップによって読み取ったパッチ画像の濃度の読み取り値と基準濃度か
ら一部数あたりの濃度ずれ量を算出する濃度ずれ量算出ステップと、
　前記形成ステップと前記読み取りステップは二部数目以降には行わずに、前記濃度ずれ
量算出ステップによって算出された一部数あたりの濃度ずれ量に基づき、二部数目以降の
前記基準濃度からの濃度ずれを補正する補正ステップと
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は出力装置の出力特性を安定化させるための画像形成装置及び画像形成方法、コ
ンピュータプログラム及び記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、印刷業や複写業において、高速複合機を用いたプリント・オン・デマンド（以下
、ＰＯＤと称する）が普及しつつある。一般企業においては、会議資料や提案書の内製化
を目的として、また、デザイン事務所でも制作物のプリプレスやカラーカンプの印刷を行
うために、それぞれＰＯＤの取り組みが進んでいる。これらの業界を中心に、デジタル印
刷のワークフローが浸透し、その利便性と経済性が広く認知され、「デジタル商業印刷」
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という市場が形成されている。この市場に適合した印刷装置は、印刷物が高品位で出力さ
れるだけでなく、高い生産性が確保された印刷装置である。
【０００３】
　複写機等の画像形成装置に用いられる画像記録方式として、電子写真方式がある。電子
写真方式とは、レーザビームを利用して感光ドラム上に潜像を形成して、帯電した色材（
以下、トナーと称する）により現像するものである。画像の記録は、現像されたトナーに
よる画像を転写紙に転写して定着させることにより行う。
【０００４】
　昨今、電子写真方式は、オフィスにおける複合機の印刷装置として採用されるだけでな
く、「デジタル商業印刷」市場における、高品位な印刷物などを作成する印刷装置に対し
ても採用されてきている。
【０００５】
　電子写真方式において、出力画像を所定の濃度品位に収めるために行っている処理とし
て、キャリブレーション処理がある。キャリブレーション処理は、印刷装置における経時
変化等に起因した、出力濃度の変動による印刷画像の濃度、あるいは色味の変化を低減す
るために行われる処理である。図を参照して、電子写真方式の一般的なキャリブレーショ
ン処理の動作を説明する。
【０００６】
　図１１（ａ）は、キャリブレーション動作を説明する動作フロー図である。また、図１
１（ｂ）は横軸に時間のパラメータをとった場合の、キャリブレーション実施タイミング
を示す図である。図１１（ｂ）に示す通り、電子写真方式におけるキャリブレーション動
作は、電子写真方式を採用したプリンタエンジンからのフラグ入力タイミング、あるいは
制御システムに対する割り込み信号タイミング（Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３）により実行されるの
が一般的である。多くの場合、フラグ、あるいは割り込み信号が出力されるタイミングは
、所定枚数の印字が行われた時点である。例えば、印刷枚数が５００枚に達した時点で、
出力画像の濃度補正を行った方が良い印刷装置であった場合、出力エンジンからは５００
枚の印刷が終了する毎にフラグ、あるいは割り込み信号が生成されることとなる。
【０００７】
　次に、図１１（ａ）を用いて、キャリブレーションの実行フローを説明する。所定枚数
の印刷がなされると、出力エンジンは印刷装置制御側（以下、コントローラと称する）に
対して、フラグ／割り込み信号を出力する（ステップＳ４０１）。コントローラは、前記
フラグ／割り込み信号を受けると、出力エンジンに対して、そのエンジンが有するパッチ
画像データの出力を指示する（ステップＳ４０２）。パッチ画像とは、エンジン毎に定め
られている所定サイズ／所定濃度の画像データであり、一般的には、複数の濃度を示す画
像データとして定義されている。図１２は、白黒出力エンジンにおけるパッチ画像の構成
を示す一例であり、同図においては、濃度４種類のパッチ画像が、主走査方向：Ｈ画素、
副走査方向：Ｖ画素で定義されている場合である。なお、カラー出力エンジンにおいて定
義されるパッチ画像は、カラー画像を形成するコンポーネント毎に存在する。代表的な例
としては、シアン（以下、Ｃ）、マゼンタ（以下、Ｍ）、イエロー（以下、Ｙ）、ブラッ
ク（以下、Ｋ）の各コンポーネントにおいて、所定濃度のパッチ画像が複数存在する。
【０００８】
　キャリブレーション動作時、パッチ画像は感光ドラムの所定位置に像形成される。図１
３は、感光ドラムに対してパッチ画像が形成された場合の例である。通常印刷時と異なり
、感光ドラム１３０１に形成されたパッチ画像１３０２は、転写紙に転写されることはな
く、同図に示したセンサ１３０３によってその濃度値が読み取られる（ステップＳ４０３
）。センサ１３０３によって読み取った濃度値が、もともとのパッチ画像が示す濃度値で
あれば特に問題はないが、電子写真方式においては、所定枚数の印刷が終了した時点の濃
度特性には濃度ずれが生じる。例えば、濃度：６４のパッチ画像の読取濃度値は６４を大
きく上回る／下回る場合が存在する。この濃度のずれ幅は、印刷装置内外の温度、湿度と
いった環境による影響と、どれだけのトナーを消費して所定枚数を印刷したかによって異
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なる。つまり、白い紙に対して、ベタに近い画像データを所定枚数分印刷した場合と、文
字画像のように白部分の大きい比率の画像データを所定枚数分印刷した場合とでは、パッ
チ画像の濃度ずれ幅が異なる。
【０００９】
　電子写真方式におけるキャリブレーションは、この濃度ずれを補正するものであり、セ
ンサ１３０３によって読み取られた濃度値をもとに、濃度ずれを補正する補正テーブルを
作成することに基づく（ステップＳ４０４）。
【００１０】
　図１４に補正テーブル作成の概念を示す。同図（ａ）～（ｃ）は、横軸にパッチ画像の
濃度レベル、縦軸に、感光ドラム上に像形成したパッチ画像をセンサ１３０３で読み取っ
た出力濃度レベルをとったものである。横軸である濃度レベルのきざみは、パッチ画像の
濃度レベルを示しており、本説明においては、パッチ画像濃度が６４，１２８，１９２，
２５５の４種類であることを示す。また、Ｐａ，Ｐｂ，Ｐｃ，Ｐｄの４点は、パッチ画像
を感光ドラム上に像形成した際のセンサ１３０３の読取値を濃度換算した値を示している
。
【００１１】
　理想的な濃度特性である場合、パッチ画像濃度とセンサ１２０３による読取濃度は等価
となるため、Ｗ１に示す濃度リニアの関係となる。しかし、多くの場合、所定枚数印刷後
の濃度特性は、図１４（ａ）のＰａ～Ｐｄに示すとおり、Ｗ１上にはプロットされず、パ
ッチ画像毎にずれを持った出力濃度値となる。図１４（ａ）の例においては、各パッチ画
像とも、Ｗ１上のもともとの濃度値よりも出力濃度レベルが高い値となっている。つまり
、同一の画像データであっても、キャリブレーション処理タイミングである所定枚数印刷
後の出力濃度は、印刷開始時の画像データ濃度よりも高いものとなってしまう。なお、パ
ッチ画像濃度レベル以外の濃度レベル、例えば、濃度レベル６５～１２７，あるいは１２
９～１９１のような濃度レベルに対応する出力濃度レベルは、その濃度レベル値に近い測
定出力濃度レベル値を用いて補間処理を行ったものとするのが多い。つまり、濃度レベル
６５～１２７の濃度レベルに相当する出力濃度レベルは、ＰａおよびＰｂの値を用いて補
間処理を行う。補間処理の方式は、１次元の線形補間処理でも良いし、２次項を用いた補
間処理でも良い。この補間処理により、所定枚数後の濃度レベルと出力濃度レベルの相関
は、Ｗ２に示される特性となる。
【００１２】
　この結果を受け、印刷装置のコントローラは、所定枚数印刷後のＷ２となる出力濃度特
性を、Ｗ１の出力濃度特性となるような逆変換テーブルＷ３を作成する。このＷ３の濃度
特性テーブルを適用し、印刷装置に入力される画像データを補正することにより、図１４
（ｂ）に示す濃度リニア、すなわちＷ１上の出力画像を得る。
【００１３】
　しかし、逆変換テーブルＷ３が設定された時点において、濃度リニアＷ１の出力特性と
なっても、その後、さらに所定枚数の印刷を行った場合、再度濃度ずれが発生する（図１
４（ｃ））。
【００１４】
　図１５に、横軸に時間、縦軸に出力濃度レベルを示した場合の、経過時間と出力画像デ
ータの濃度ずれの度合いを示す。同図において、Ｐｓはキャリブレーション動作直後の状
態を示し、Ｐｅは所定枚数の印刷が終了した状態を示す（タイミングＴ０）。また、Ｐｒ
はジョブ実行中に行われたキャリブレーション動作が完了した状態を示す（タイミングＴ
１）。
【００１５】
　図１５に示すとおり、キャリブレーション動作直後の状態Ｐｓから、所定枚数の印刷が
終了したタイミング（Ｔ０）の状態Ｐｅとでは、出力濃度にずれが生じる。つまり、キャ
リブレーション直後の印刷画像品位と次のキャリブレーション実施直前の印刷画像品位に
は明らかな濃度ずれが存在する。そして、その濃度ずれの度合い（傾き）は、その間に印
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刷された画像データの特徴に依存する。つまり、ベタ画像のような画像濃度の高い画像を
多く印刷した場合と、文字画像のように白領域が多い画像濃度の低い画像を多く印刷した
場合とではその濃度ずれ幅が異なる。
【００１６】
　このように、所定枚数印刷毎の濃度ずれを補正する処理がキャリブレーション処理であ
るが、この処理は、その処理構成上、実施中は印刷実行しているジョブを止めて行わなけ
ればならない。印刷実行中にジョブが止まることは、印刷装置の生産性低下に直結する。
生産性を上げるために、キャリブレーション処理を実施する間隔を延ばす、すなわち、所
定の印刷枚数を多くすると生産性は向上する。しかし、キャリブレーション直後の出力画
像品位と次のキャリブレーション実施直前の出力画像品位との画像品位差（濃度差）が大
きくなる。
【００１７】
　「デジタル商業印刷」市場における、高品位な印刷物などを作成する印刷装置において
は、生産性の向上と高品位な画像出力の両方が同時に求められる。また、多くの場合、「
デジタル商業印刷」市場に対応した印刷装置は、１分当たりの印刷枚数が１００枚を超え
るような性能を持ち、画像品位も高画質出力が可能となるプリンタエンジンが採用されて
いる。
【００１８】
　高画質出力のためには、濃度ずれを出来る限り抑えなければならない。つまり、キャリ
ブレーション処理を頻繁に入れることが理想となる。しかし、キャリブレーション処理の
実行中には、印刷出力実行中のジョブを止める必要があり、ＰＯＤ高速機としての性能が
満たせない。また、所定枚数印刷毎にキャリブレーション処理を実施しても、ＰＯＤ高速
機の場合、１分当たりの印刷枚数も多いため、所定枚数が２０００枚であっても、２０分
もしないうちに１回のキャリブレーション処理が行われてしまう。
【００１９】
　このキャリブレーション処理による生産性低下の課題に対して、特許文献１には、装置
内外の環境温度／湿度の情報に基づき濃度補正処理を切り替えることが記載されている。
図１６に特許文献１におけるキャリブレーション処理の実施タイミングの図を示す。環境
温度／湿度の変化時（Ｔｋ）、パッチ画像出力によるキャリブレーション処理を行うか、
印刷装置に接続されるホスト側でのシミュレーションに基づく補正データ生成を行うかを
選択実施することが記載されている。装置内外の環境温度変動による、印刷装置側でのパ
ッチ画像出力によるキャリブレーション処理の回数を減らすことにより生産性を上げるも
のである。
【００２０】
　また、特許文献２には、印刷装置を使用するユーザが設定した画像出力動作モードに応
じて、キャリブレーション処理のタイミングを変えるものである。図１７に特許文献２に
おけるキャリブレーション処理の実施タイミングの図を示す。キャリブレーションタイミ
ング（Ｔ０）以降、ユーザにより、パッチ画像出力のキャリブレーション処理がそれほど
頻繁に必要でない動作モードが選択された場合、次のキャリブレーションタイミング（Ｔ
１）を時間的に後にずらすことが記載されている。このようにすることにより、印刷装置
側でのパッチ画像出力によるキャリブレーション処理の回数を減らし、生産性を向上させ
ている。
【００２１】
　特許文献３には、印刷装置を使用するユーザが設定した画像出力モード、キャリブレー
ション処理、および予想画像品位の確認の相関に関する記載がなされている。具体的には
、キャリブレーション処理が、ジョブ実行中に入ることを認識した上で、ジョブ最終画像
の画像品位をジョブ実行前に確認することが出来ることを示している。図１８に特許文献
３におけるキャリブレーション処理の実施タイミングおよび仮想の画像品位を確認するタ
イミングを示す。
【００２２】
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　特許文献３においては、印刷装置のキャリブレーション処理の動作モードが高速：３０
０枚毎、標準：１５０枚毎、高精細：５０枚毎の３種類存在する場合を前提に説明がなさ
れている。ユーザが使用する時点での、キャリブレーション処理の動作モードが標準モー
ドであり、投入するジョブの枚数が２００枚である場合、１５０枚印刷後にキャリブレー
ション処理が実行されることとなる（Ｔ０）。したがって、ジョブの最終画像データは、
キャリブレーション処理によって濃度リニアの補正がなされてから、更に５０枚印刷され
た時点（Ｔｊｂｅ）の画像データとなる。特許文献３では、あらかじめ、１枚印刷された
時点での濃度ずれ演算係数を保持しておき、比例計算により出力画像品位を予想して表示
するものである。つまり、前述した例においては、係数値とキャリブレーション処理実行
後の５０枚を乗算して予想出力画像を作成する。ユーザはこの予想出力画像品位を、ジョ
ブ実行前に確認した上で、印刷装置のキャリブレーション処理の動作モード（高速／標準
／高精細）の選択／切替を行う。
【特許文献１】特開２００４－１４２１６３号公報
【特許文献２】特開平１１－１７７８２２号公報
【特許文献３】特開平１１－１６４１４８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　しかしながら、特許文献１記載の従来技術においては、生産性向上のため、パッチ画像
出力によるキャリブレーション動作回数を減らすことには言及しているが、濃度ずれの補
正に対しては、環境温度／湿度のパラメータのみに着目したものとなっている。しかし、
既に説明しているように、所定枚数印刷後の出力画像の濃度ずれ要因は、環境温度／湿度
だけでなく、画像の濃度による要素も重要となる。また、環境温度／湿度のパラメータに
応じて、具体的にどのような補正テーブルを作成して補正処理を行うかに関しても言及さ
れていない。
【００２４】
　また、特許文献２記載の従来技術においては、印刷装置の動作モードに応じて、キャリ
ブレーション間隔を可変とするものである。キャリブレーション間隔を延ばすことにより
、生産性は向上するが、濃度ずれ補正を行う間隔が延びることになるため、実質の出力画
像品位に関しては、高画質出力を達成する方向ではなく、劣化を許容する方向となる。
【００２５】
　特許文献３記載の従来技術においては、ユーザがジョブ実行前にキャリブレーション動
作モードを設定するための補助機能であり、出力画像品位を向上させるための補正処理に
関するものではない。また、ジョブの最終出力画像品位を予想して出力するようにしてい
るが、予想に使用されるパラメータは一定であり、キャリブレーション実行までに印刷さ
れる画像データの影響は考慮されていない。
【００２６】
　つまり、上述したいずれの従来技術においても、特に、ＰＯＤ高速機に必要となる、生
産性向上と出力画像品位向上の両方を達成するという課題に対する解決策ではない。
【００２７】
　そこで、本発明は、大量部数印刷する際に、生産性と出力画像の品位の両方を向上させ
ることができる画像形成装置及びその画像形成方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２８】
　上記目的を達成するために、本発明の画像処理装置は、複数ページからなる画像データ
を一部数ずつ印刷し、複数部数印刷する画像処理装置であって、複数の濃度を有するパッ
チ画像を感光ドラム上に形成する形成手段と、前記形成手段によって形成されたパッチ画
像の濃度を読み取る読み取り手段とを有し、前記形成手段と前記読み取り手段は、Ｎ部数
目印刷終了時（Ｎは整数）と（Ｎ＋Ｋ）部数目印刷終了時（Ｋは自然数）に実行し、前記
Ｎ部数目印刷終了時における前記パッチ画像の濃度の読み取り値と前記（Ｎ＋Ｋ）部数目
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印刷終了時における前記パッチ画像の濃度の読み取り値から単位部数あたりの濃度ずれ量
を算出する濃度ずれ量算出手段と、前記濃度ずれ量算出手段によって算出された単位部数
あたりの濃度ずれ量に基づき、単位部数あたりの基準濃度からの濃度ずれを補正する濃度
補正テーブルを算出するテーブル算出手段と、前記形成手段と前記読み取り手段は（Ｎ＋
Ｋ＋１）部数目以降には行わずに、前記テーブル算出手段によって算出された濃度補正テ
ーブルを用いて、（Ｎ＋Ｋ＋１）部数目以降の単位部数あたりの基準濃度からの濃度ずれ
を補正する濃度ずれ補正手段とを備えたことを特徴とする。
【００２９】
　また、本発明の画像処理装置は、複数ページからなる画像データを一部数ずつ印刷し、
複数部数印刷する画像処理装置であって、複数の濃度を有するパッチ画像を感光ドラム上
に形成する形成手段と、前記形成手段によって形成されたパッチ画像の濃度を読み取る読
み取り手段とを有し、Ｎ部数目印刷終了時（Ｎは整数）に前記形成手段と前記読み取り手
段を実行し、前記読み取り手段によって読み取ったパッチ画像の濃度に基づき基準濃度か
らの濃度ずれ量を補正する処理を行い、（Ｎ＋Ｋ）部数目印刷終了時（Ｋは自然数）に前
記形成手段と前記読み取り手段を実行し、前記（Ｎ＋Ｋ）部数目印刷終了時における前記
パッチ画像の濃度の読み取り値と前記基準濃度から単位部数あたりの濃度ずれ量を算出す
る濃度ずれ量算出手段と、前記濃度ずれ量算出手段によって算出された単位部数あたりの
濃度ずれ量に基づき、単位部数あたりの基準濃度からの濃度ずれを補正する濃度補正テー
ブルを算出するテーブル算出手段と、前記形成手段と前記読み取り手段は（Ｎ＋Ｋ＋１）
部数目以降には行わずに、前記テーブル算出手段によって算出された濃度補正テーブルを
用いて、（Ｎ＋Ｋ＋１）部数目以降の単位部数あたりの前記基準濃度からの濃度ずれを補
正する濃度ずれ補正手段とを備えたことを特徴とする。
　また、本発明の画像処理装置は、複数ページからなる画像データを一部数ずつ印刷し、
複数部数印刷する画像処理装置であって、一部数目印刷終了時に、複数の濃度を有するパ
ッチ画像を感光ドラム上に形成する形成手段と、前記形成手段によって形成されたパッチ
画像の濃度を読み取る読み取り手段と、前記読み取り手段によって読み取ったパッチ画像
の濃度の読み取り値と基準濃度から一部数あたりの濃度ずれ量を算出する濃度ずれ量算出
手段と、前記形成手段と前記読み取り手段は二部数目以降には行わずに、前記濃度ずれ量
算出手段によって算出された一部数あたりの濃度ずれ量に基づき、二部数目以降の単位部
数あたりの前記基準濃度からの濃度ずれを補正する補正手段とを備えたことを特徴とする
。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明によれば、大量部数の印刷を行う場合であっても、印刷処理実行中にプリンタエ
ンジンのキャリブレーションを行うことなく、部数印刷実行時またはページ印刷実行時の
濃度ずれを補正することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　以下、添付する図面を参照して、本発明の好適な実施形態について説明する。
【００３２】
　＜第１の実施形態＞
　図１は、第１の実施形態における画像形成装置の構成を示すブロック図である。本実施
形態の画像形成装置は、画像データの取り込み及び画像形成を行う画像形成部１０、キャ
リブレーション動作時にパッチ画像データの濃度値を測定する濃度センサ２０、画像形成
部１０が出力する画像データを印字するプリンタエンジン３０により構成される。本実施
形態の画像形成装置は、例えば、印刷装置、複写機、ファクシミリ・複写機・プリンタと
しての機能を併せ持つ複合機（ＭＦＰ）（Ｍｕｌｔｉ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｐｒｉｎｔｅ
ｒ：マルチファンクションプリンタ）などである。
【００３３】
　また、画像形成部１０は、以下の処理ブロックによって構成される。１０１は画像装置
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全体を制御する中央演算処理装置（以下、ＣＰＵ）、１０２はＣＰＵ１０１の制御プログ
ラムを格納しているリードオンリメモリ（以下、ＲＯＭ）である。１０３はＣＰＵ１０１
が、ＲＯＭ１０２にしたがって制御動作する際に用いるデータの格納、あるいは作業領域
として扱うランダムアクセスメモリ（以下、ＲＡＭ）である。
【００３４】
　１０４は、画像形成装置に接続されたホスト、あるいは、画像形成装置をＭＦＰとして
構成した場合の原稿読取装置から入力される、画像データ入力パスである。１０５は、画
像入力ｉ／ｆであり、画像データ入力パス１０４から入力される画像データを受け取る。
【００３５】
　１０６は、画像データ入力パス１０４から入力される画像データの印刷形態、および、
画像データを構成するページ数が通知される信号パスである。以下、図を参照して、印刷
形態に関して説明する。図２（ａ）は、画像入力ｉ／ｆ１０５に入力される１部の画像デ
ータが、３０ページの画像データで構成される場合の例である。
【００３６】
　印刷形態とは、画像データをどのように印刷するかを示すものであり、１つは、複数ペ
ージで構成される画像データを、部数毎に印刷する部数印刷形態である。すなわち、部数
印刷とは、複数ページからなる画像データを一部数ずつ印刷し、複数部数印刷する形態で
ある。
【００３７】
　図２（ｂ）は、部数印刷形態での、図２（ａ）で構成される画像データを２００部印刷
する場合の印刷形態を示す図である。同図に示す通り、部数印刷形態の場合は、１部を構
成する全ページを１枚ずつ順次印刷する。すなわち、まず１ページ目の印刷を行い、次に
２ページ目、３ページ目と印刷ページを変更しながら印刷を行っていく。そして３０ペー
ジ目の印刷が終了した時点（Ｔｅ０）で、１部の印刷を終了したと判断し、次から２部目
の印刷を開始する。つまり、再度１ページ、２ページ、３ページ・・・と印刷を実施して
いく。印刷出力の終了は、２００部の印刷が終了した時点（Ｔｊｂｅ０）、すなわち、２
００部目の３０ページ目の印刷出力が終了した時点となる。
【００３８】
　２つめの印刷形態は、複数枚で構成される画像データを、ページを構成する画像データ
単位に部数分出力し、印刷ページを変えていくページ印刷形態である。すなわち、ページ
印刷形態とは、同一ページを複数部数分連続して印刷し、複数ページ印刷する印刷形態で
ある。
【００３９】
　図２（ｃ）は、ページ印刷形態での、図２（ａ）で構成される画像データを２００部印
刷する場合の印刷形態を示す図である。同図に示す通り、ページ印刷形態の場合は、１部
を構成するページを単位として、部数分印刷を行う。すなわち、まず、１ページ目の画像
データを部数分連続して印刷する。つまり、１ページ目の画像データを２００枚印刷した
時点（Ｔｅ１）で、印刷ページが切り替わる。したがって、印刷出力の終了タイミングは
、３０ページ目の画像データが２００枚印刷出力された時点（Ｔｊｂｅ１）となる。
【００４０】
　なお、前記印刷形態に関する説明においては、印刷形態によらず、１ページ目から印刷
を行うことを示したが、前記説明は一例であり、印刷出力された状態で順次ソートが行わ
れるように最終ページから印刷を開始するようなものであっても良い。つまり、前記印刷
形態の例においては、３０ページ目から印刷を開始するような構成であっても良い。
【００４１】
　１０７は、印刷形態記憶部であり、信号パス１０６を介して入力される情報、すなわち
印刷形態と１部を構成するページ数を保持する。
【００４２】
　１０８は濃度補正テーブルであり、補正係数はＣＰＵ１０１により設定される。設定さ
れる補正係数は、キャリブレーション動作時に、パッチ画像の読み取り濃度の濃度ずれを
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、濃度リニアにするためのものである。つまり、図１４（ａ）におけるＷ３に相当する補
正係数が設定される。
【００４３】
　１０９は、濃度補正テーブル１０８に記憶されている補正係数を使用して、画像入力ｉ
／ｆ１０５から出力される画像データに対して補正処理を行う濃度補正部である。この濃
度補正部１０９による補正処理により、入力画像データを出力した際の濃度リニアが達成
される。
【００４４】
　１１０はキャリブレーション動作時に像形成がなされるパッチ画像を生成するパッチ画
像生成部、１１１は濃度補正部１０９あるいはパッチ画像生成部１１０が出力する画像デ
ータに対して画像処理を施す画像処理部である。
【００４５】
　画像処理部１１１による処理は、入力される画像データを印字出力する画像形態／画像
ビット数に変換するための処理であり、例えばディザ処理、スクリーン処理や、誤差拡散
処理等を含む画像処理が該当する。なお、本実施形態の画像形成装置においては、画像処
理部１１１の処理内容は特に限定されるものではなく、後段の画像出力処理において出力
可能な画像形態／画像ビットに変換可能な処理であれば良い。
【００４６】
　１１２はビデオカウント部であり、画像処理部１１１により処理された画像データを印
字する際、トナーが消費される画素をカウントするものである。例えば、出力する画像デ
ータが白黒画像データである場合は、Ｋ成分のトナーが消費される画素をカウントするも
のであり、カラー画像データが出力される場合は、Ｃ，Ｍ，Ｙ，Ｋの各成分のトナーが消
費される画素を各々カウントする。１１３は後述する濃度センサ２０からのセンサ読取値
を濃度レベルに変換する濃度変換部である。
【００４７】
　濃度センサ２０から出力される信号２０１は、キャリブレーション処理動作時、図示し
ない感光ドラム上に像形成されたパッチ画像データの読み取り値であり、画像形成部１０
内部の濃度変換部１１３に対して出力される。また、プリンタエンジン３０から出力され
る信号３０１は、所定枚数の印刷が終了した時点で画像形成部１０側に出力するキャリブ
レーション要求フラグ／割り込み信号である。
【００４８】
　次に図３を用いて、本実施形態における画像形成装置の補正処理動作フローに関して説
明する。図３は、画像形成装置の濃度補正方法を示す動作フローである。なお、以降の説
明における画像形成装置は白黒ＰＯＤ高速機であることを前提とする。また、プリンタエ
ンジン３０が、キャリブレーション処理を要求する印刷枚数は２０００枚毎として説明を
行う。
【００４９】
　本実施形態を適用した画像形成装置において、印刷するジョブが投入されると、ＣＰＵ
１０１は投入されたジョブが大量部数印刷であるかの判定を行う（ステップＳ１０１）。
投入されたジョブが少量部数印刷であった場合、画像形成装置は入力される画像データの
印刷を開始する（ステップＳ１０２）。すなわち、信号パス１０６を介して通知される情
報である印刷形態、および印刷ページ分の印刷を開始する。印刷形態が部数印刷である場
合は、画像データを構成する各ページを１枚ずつ印刷し、１部の印刷終了後、部数分印刷
出力する。印刷形態がページ印刷形態である場合は、画像データを構成する各ページを、
部数分連続印刷する。
【００５０】
　画像データ入力パス１０４、および画像入力ｉ／ｆ１０５を介して入力される画像デー
タは、濃度補正テーブル１０８に設定されている所定の設定値を用いて、濃度補正部１０
９において補正される。濃度補正実行後の画像データは、画像処理部１１１による画像処
理が施され、プリンタエンジン３０に出力されて、全入力画像データが印刷出力されるま
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で印刷が行われる（ステップＳ１０３）。
【００５１】
　なお、少量部数印刷を実行している最中に、プリンタエンジン３０の状態がキャリブレ
ーション処理が必要となる印刷枚数に達した場合、プリンタエンジン３０はキャリブレー
ション動作実行を促すトリガ／割り込み信号３０１を画像形成部１０に対して出力する。
画像形成装置１０のＣＰＵ１０１は、前記トリガ／割り込み信号３０１を受けると印刷を
中断し、キャリブレーション処理動作を実施する。
【００５２】
　具体的には、ＣＰＵ１０１は、パッチ画像生成部１１０に対して、パッチ画像の出力を
指示する。パッチ画像生成部１１０は、所定のパッチ画像データを画像処理部１１１に対
して出力する。画像処理部１１１は、入力されるパッチ画像データに所定の画像処理を実
施し、その出力画像データをプリンタエンジン３０に対して出力する。出力されるパッチ
画像データは、感光ドラム上に像形成され、濃度センサ２０により濃度値が読み取られる
。読み取られた値は、信号２０１として濃度変換部１１３に入力され測定濃度値に変換さ
れる。ＣＰＵ１０１は、濃度変換部１１３による変換後の各パッチの測定濃度値をもとに
、以降のジョブ実行が濃度リニアとなるような濃度補正テーブルを算出し、濃度補正テー
ブル１０８に反映させる。ＣＰＵ１０１は、濃度補正テーブル１０８への濃度補正係数設
定完了後、ジョブ実行、すなわち印刷処理を再開させる。
【００５３】
　なお、前記説明においては、少量部数印刷実行時に、プリンタエンジン３０から入力さ
れるキャリブレーション処理を促すフラグ／割り込み信号３０１が生成された後、直ちに
キャリブレーション動作を行うように説明したがこの対応は必須条件ではない。なぜなら
、少量印刷時においては、ジョブ実行時間がそれほど長くはないため印刷濃度のずれはさ
ほど大きくはならない。つまり、フラグ／割り込み信号３０１が入力されても、実行中の
ジョブが完了するまでキャリブレーション処理動作を延期するように制御しても良い。こ
の制御により、キャリブレーション処理動作に起因した生産性低下を抑えることが出来る
。
【００５４】
　次に、本実施形態の最も特徴的な濃度補正処理に関して説明する。なお、以降の説明に
おいては、投入されたジョブが、例えば１部が３０ページで構成される画像データを２０
０部印刷するといった大量部数印刷であった場合を前提とする。
【００５５】
　ステップＳ１０１において、投入されたジョブが大量部数印刷であると判断された場合
、ＣＰＵ１０１は、印刷開始前にその時点におけるビデオカウント部１１２のビデオカウ
ント値の読み取りを行う（ステップＳ１０４）。次に、ＣＰＵ１０１は、信号パス１０６
を介して通知される印刷形態および印刷ページを印刷形態記憶部１０７から読み取る。印
刷形態記憶部１０７に保持された印刷形態が、部数印刷形態であった場合、ＣＰＵ１０１
は、部数印刷形態における処理に移行する（ステップＳ１０５）。
【００５６】
　印刷処理の実行は、画像データ入力パス１０４を介して入力される画像データに対して
行われる。具体的には、まず、濃度補正部１０９が、ＣＰＵ１０１により濃度補正テーブ
ル１０８に設定された濃度補正テーブルを用いて濃度補正処理を行う。濃度補正された画
像データは、画像処理部１１１に出力され画像処理が施される。画像処理部１１１で行わ
れる処理は、最低限、プリンタエンジン３０が印刷出力可能な形態に変換するものを含ん
でいれば良い。すなわち、プリンタエンジン３０が出力することが出来るビット構成に変
換する処理、例えば、スクリーン処理や誤差拡散処理などで構成すれば良い。なお、前記
説明においては、ビット構成の変換に関する画像処理内容を記載したが、本実施形態にお
ける画像処理部１１１の処理内容はこれに限られるものではない。つまり、画像処理部１
１１に入力される画像データに対して、色空間変換や、フィルタリング処理などを実施し
ても良い。
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【００５７】
　画像処理部１１１により処理された画像データは、プリンタエンジン３０に出力され、
印刷される（ステップＳ１０６）。なお、画像処理部１１１が、プリンタエンジン３０に
出力する画像データは、ビデオカウント部１１２に対しても並列出力される。ビデオカウ
ント部１１２は、画像処理部１１１により処理された画像データを印字する際、トナー消
費がされる画素データのカウントを行う。
【００５８】
　ＣＰＵ１０１は、ステップＳ１０６における印刷実行を１部の印刷が終了するまで継続
して行う（ステップＳ１０７）。つまり、本実施形態においては、３０ページ分の印刷が
終了するまで繰り返し実行する。１部の印刷が終了すると、ＣＰＵ１０１は、パッチ画像
生成部１１０に対して、パッチ画像の出力を指示する。また、同時にビデオカウント部１
１２のビデオカウント値を読み取る（ステップＳ１０８）。パッチ画像生成部１１０は、
ＣＰＵ１０１からのパッチ画像出力の指示を受けると、プリンタエンジン３０において、
あらかじめ定義されているパッチ画像データの出力を行う（ステップＳ１０９）。プリン
タエンジン３０で定義されているパッチ画像が、例えば４種類であり、各々濃度６４，１
２８，１９２，２５５であった場合、パッチ画像生成部１１０は画像形成部１１１に対し
て、前記濃度となる所定サイズの画像データを画像処理部１１１に対して出力する。
【００５９】
　画像処理部１１１は、入力されるパッチ画像に対して、画像処理を行い、プリンタエン
ジン３０に対して出力する。出力された画像処理後のパッチ画像データは、図示しない感
光ドラム上に像形成される。次に、感光ドラム上に像形成されたパッチ画像データは、濃
度センサ２０によりパッチ画像毎に読み取られる（ステップＳ１１０）。濃度センサ２０
により読み取られた値は、信号２０１として画像形成部１０内部の濃度変換部１１３に出
力される。濃度変換部１１３は、濃度センサ２０により読み取られた信号２０１の値を濃
度値に変換する（ステップＳ１１１）。ＣＰＵ１０１は、濃度変換部１１３により変換さ
れた濃度値を、パッチ画像毎に読み取りＲＡＭ１０３の作業領域に記憶させる（ステップ
Ｓ１１２）。
【００６０】
　次に、ＣＰＵ１０１は、ステップＳ１１０にて読み取った各パッチ画像の濃度を基に、
パッチ本来の濃度である基準濃度からの濃度ずれを補正する濃度補正テーブルの算出を行
う。具体的には、本実施形態におけるパッチ画像濃度６４，１２８，１９２，２５５の濃
度値を基に、パッチ画像の濃度でない部分に対して線形補間等の補間処理を施し全体濃度
に対する濃度ずれ量算出を行う（図１４（ａ）におけるＷ２）。
【００６１】
　Ｗ２の特性は、３０ページで構成される１部の印刷出力後の濃度ずれを示すものである
。すなわち、この時点における、濃度リニアＷ１と１部印刷出力後の濃度ずれ特性Ｗ２の
差分は、実行中の１部の印刷による濃度ずれ量を示すものとなる。既に説明しているよう
に、濃度ずれの度合いは、印刷実行された画像データの画像濃度に依存する。つまり、前
記Ｗ２の特性は、１部の印刷による画像濃度に準じた濃度ずれ量と扱うことが出来る。
【００６２】
　また、１部の印刷による画像濃度の確認手段として、ＣＰＵ１０１が、ステップＳ１０
４、ステップＳ１０８で読み取ったビデオカウント値を使用するようにする。すなわち、
ステップＳ１０８で読み取ったビデオカウント値からステップＳ１０４で読み取ったビデ
オカウント値を減算することで、１部の印刷実行によるビデオカウント値を算出する。前
記算出されたビデオカウント値は、ＣＰＵ１０１によりＲＡＭ１０３の作業領域に記憶さ
せる。このとき、ステップＳ１０４、ステップＳ１０８で保持したビデオカウント値もそ
のまま保持するものとする。すなわち、各ステップで読み取ったビデオカウント値、およ
び１部印刷によるビデオカウント値は、それぞれ別の領域に記憶される。
【００６３】
　ＣＰＵ１０１は、算出したＷ２をもとに、濃度補正テーブル１０８に設定する濃度補正
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テーブルの算出を行う（ステップＳ１１３）。具体的には、Ｗ２の濃度ずれを、濃度リニ
アＷ１に変換する逆変換テーブルの算出を行う（図１４（ａ）のＷ３）。次に、ＣＰＵ１
０１は、算出された濃度補正テーブルを濃度補正テーブル１０８に設定する（ステップＳ
１１４）。
【００６４】
　ＣＰＵ１０１は、前記ステップＳ１０６からステップＳ１１４の処理を、所定部数分繰
り返し実行する（ステップＳ１１３）。例えば、２部の印刷が終了するまで繰り返し行う
場合、図３のステップＳ１１５におけるＭの値は２となる。この場合、前記ステップＳ１
０６からステップＳ１１４の処理が２回繰り返し実行されることとなるため、パッチ画像
出力、パッチ画像濃度測定、濃度値変換が２回行われる。
【００６５】
　２部目の印刷実行による画像濃度においても、ビデオカウント値を用いて確認する。す
なわち、２部目の印刷実行時のステップＳ１０８で読み取ったビデオカウント値と、１部
目の印刷実行時のステップＳ１０８で読み取ったビデオカウント値を用いて、１部印刷に
よるビデオカウント値を算出する。
【００６６】
　印刷出力実行中の画像データは、部数構成で同一であるため、１部目の印刷完了時の算
出ビデオカウント値と、２部目の印刷完了時の算出ビデオカウント値は近い値となるはず
である。つまり、ＣＰＵ１０１によって算出された各部数印刷後の算出ビデオカウント値
が近い場合は、次の処理ステップに移行する（ステップＳ１１５）。すなわち、ＣＰＵ１
０１は、３部目の印刷出力を開始する（ステップＳ１１６）。３部目の印刷出力が終了す
ると、ＣＰＵ１０１は、ＲＡＭ１０３の作業領域に記憶した、１部目印刷終了後の各パッ
チ画像濃度値と、２部目の印刷終了後の各パッチ画像濃度値を用いて、濃度補正テーブル
１０８に設定する濃度補正テーブルを求める。すわなち、ＲＡＭ１０３に記憶した１部目
印刷終了後の各パッチ画像濃度値と、２部目の印刷終了後の各パッチ画像濃度値を読み取
る（ステップＳ１１８）。
【００６７】
　別図を用いて、読み取った複数回の各パッチ画像濃度値の使用方法に関して説明する。
図４は、横軸に時間のパラメータをとった場合の、キャリブレーション動作タイミング、
およびキャリブレーション実施時の各パッチ画像の測定濃度値を示すものである。
【００６８】
　同図において、Ｔｓは印刷開始タイミングである。Ｔ１は１回目のキャリブレーション
動作タイミング、すなわち、部数印刷形態における、１部印刷後のタイミングであり、Ｔ
２は、２回目のキャリブレーション動作タイミング、すなわち２部印刷後のタイミングで
ある。また、Ｔ１およびＴ２の位置に示したパッチ画像Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは、各々キャリブ
レーション動作時に使用されているパッチ画像を示し、本説明においては画像Ａは濃度：
６４，画像Ｂは濃度：１２８，画像Ｃは濃度：１９２，画像Ｄは濃度：２５５を示すもの
とする。
【００６９】
　Ｔ１タイミングにおける各パッチ画像の横に示したａ１，ｂ１，ｃ１，ｄ１は、１回目
のキャリブレーション動作によって、濃度センサ２０で読み取られた濃度値を示す。同様
に、Ｔ２タイミングにおける各パッチ画像の横に示したａ２，ｂ２，ｃ２，ｄ２は、２回
目のキャリブレーション動作によって、濃度センサ２０で読み取られた濃度値を示す。
【００７０】
　部数印刷形態の場合、各キャリブレーション実施タイミングは、部数印刷終了後である
。したがって、部数印刷形態における画像濃度の定義は、１部の印刷を行った場合のトナ
ー消費量（ビデオカウント値の増分）となる。印刷出力する画像データは、１部を単位と
すれば同一であるため、部数印刷形態の場合１部印刷後の画像濃度は同一となる。したが
って、Ｔｓで濃度ずれ量がないとすると、Ｔ１およびＴ２のタイミングは、各々同一画像
データを同一ページ分印刷出力した後であるため、この印刷出力による濃度ずれ量はほぼ
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等しくなる。つまり、ａ１とａ２，ｂ１とｂ２，ｃ１とｃ２，ｄ１とｄ２は近い値となる
。
【００７１】
　したがって、前記ａ１，ｂ１，ｃ１，ｄ１およびａ２，ｂ２，ｃ２，ｄ２を用いて、以
降の部数印刷終了後の濃度ずれ量を予測する。例えば、図４に示すように、２回のキャリ
ブレーション動作結果で予測する場合は、各々のパッチ画像データの各回濃度測定値平均
をとったものを、以降の部数印刷終了後の濃度ずれ量として使用するようにする。このよ
うにすることによって、３部目以降の濃度ずれ量を、キャリブレーション処理により測定
する必要がなくなる。また、予測濃度ずれ量に応じて、濃度補正テーブルを修正して設定
することが可能となる。なお、２回目のキャリブレーション動作によって読み取られた濃
度値のみを、以降の部数印刷終了後の濃度ずれ量として用いてもよい。
【００７２】
　すなわち、ステップＳ１０８のビデオカウント値読み取りからステップＳ１１４の濃度
補正テーブル設定までは、Ｎ部数目印刷終了時（Ｎは整数）と（Ｎ＋Ｋ）部数目印刷終了
時（Ｋは自然数）に実行する。　Ｎ部数目印刷終了時にＳ１１０で読み取ったパッチ画像
の濃度と（Ｎ＋Ｋ）部数目印刷終了時にＳ１１０で読み取ったパッチ画像の濃度から単位
部数あたりの濃度ずれ量を算出し、濃度補正テーブルを求める。前記濃度補正テーブルを
用いて、（Ｎ＋Ｋ＋１）部数目以降の単位部数あたりの基準濃度からの濃度ずれを補正す
る。
【００７３】
　ステップＳ１１７において部数印刷が終了すると、ＣＰＵ１０１は、印刷開始時から複
数回にわたって測定した変換濃度値の読み取りを行う（ステップＳ１１８）。そして、各
回の変換濃度値を基に、濃度補正テーブルの算出を行う（ステップＳ１１９）。ステップ
Ｓ１１９において使用する変換濃度値は、各回の変換濃度値を平均化処理するようにして
も良いし、各回で変換濃度値にバラツキがない場合は、最新回の変換濃度値を用いるよう
にしても良い。
【００７４】
　ＣＰＵ１０１は、ステップＳ１１９によって算出した濃度補正テーブルを濃度補正テー
ブル１０８に設定する（ステップＳ１２０）。設定されるテーブル値は、部数印刷形態に
おける画像濃度に基づいたものであることから、以降の１部印刷（単位部数の印刷）終了
後の濃度ずれ量を適正に補正するものである。
【００７５】
　以降、ＣＰＵ１０１は、全部数の印刷が終了するまで、印刷出力動作を継続実行する指
示を出す（ステップＳ１２１）。但し、ステップＳ１１６以降の１部印刷出力後には、投
入されたジョブを中断させる処理は行わない。つまり、ステップＳ１１６以降の１部印刷
終了後においては、パッチ画像を出力して行なうキャリブレーション処理は一切行わない
。例えば、本実施形態においては、印刷開始時から２部の印刷出力が完了するまではキャ
リブレーション処理を行うが、残りの１９８部の印刷出力においてはキャリブレーション
動作を行わなくなる。キャリブレーション動作を行わなくても、１部印刷後にはその都度
濃度ずれ量を考慮した濃度補正テーブルが設定されるため、常に安定した印刷出力が可能
となる。
【００７６】
　なお、ステップＳ１０８において、１部目の印刷完了後の算出ビデオカウント値と、２
部目の印刷完了後の算出ビデオカウント値が大きく異なる場合は、更にもう１部の印刷が
完了するまでステップＳ１０６からステップＳ１１４の処理を実施する。そして、３部目
の印刷完了時後の算出ビデオカウント値と１部目、２部目の算出ビデオカウント値とを比
較し、１，２，３部目の算出ビデオカウント値の平均化を行う。このようにすることより
、予測による濃度補正処理の精度を高める。
【００７７】
　部数印刷形態における動作概念図を図５に示す。図５は、横軸に時間、縦軸に濃度ずれ
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量を示した図である。同図において、Ｔｓは印刷開始タイミング、Ｔ１，Ｔ２は、印刷出
力する画像データを構成する１部の印刷終了タイミングを示す。また、Ｔｊｂｅは投入さ
れたジョブの印刷出力が完了するタイミングである。
【００７８】
　部数印刷形態の場合、印刷出力するはじめのＭ部の印刷出力時において、１部の印刷出
力完了時にキャリブレーションを施す。したがって、例えば、Ｍを２とすれば、Ｔ１およ
びＴ２のタイミングのみキャリブレーション処理が行われる。そして、Ｔ１，Ｔ２タイミ
ングでの、キャリブレーション動作による、各パッチの濃度ずれ量Ｄｙ（Ｄｙの値はパッ
チ画像により異なる）を用いて、以降の印刷出力における濃度補正テーブルの算出、設定
を行う。したがって、３部目以降の印刷出力時には、キャリブレーション動作を行わず、
予測濃度ずれを基にした濃度補正テーブルによる濃度補正処理が行われる。
【００７９】
　また、１部の印刷出力完了時の濃度ずれ量：Ｄｙを用いて、以降の印刷出力における濃
度補正テーブルの算出、設定を行っているため、その後、部数の印刷出力を行った場合に
おいても、濃度ずれ量はＤｙを超えずに印刷を行うことが可能となる。
【００８０】
　次に、ステップＳ１０５において、ページ印刷形態であった場合に関して説明する。印
刷形態記憶部１０７に記憶された印刷形態に関する情報がページ印刷形態であった場合、
ＣＰＵ１０１は次のステップに移行し印刷処理を行う（ステップＳ１２２）。
【００８１】
　ページ印刷形態は、印刷出力する画像データの各ページを部数分印刷する形態である。
この印刷形態において、ＣＰＵ１０１は、１ページ分の印刷が終了したかどうかを判断す
る（ステップＳ１２３）。印刷開始時においては、印刷出力する画像データの１ページ目
の画像データが１ページ分印刷出力されたかを判断する。１ページの印刷出力が終了する
と、ＣＰＵ１０１は、ビデオカウント部１１２に記憶しているビデオカウント値を読み取
る（ステップＳ１２４）。ステップＳ１０４で読み取ったビデオカウント値と、ステップ
Ｓ１２４で読み取ったビデオカウント値の差分は、１ページの印刷における画像濃度を表
す。ＣＰＵ１０１は、読み取ったビデオカウント値の差分をＲＡＭ１０３に記憶する。
【００８２】
　１ページ分の印刷出力が完了すると、ＣＰＵ１０１は、キャリブレーション動作指示を
出す。つまり、パッチ画像の出力（ステップＳ１２５）、パッチ画像濃度の読み取り（ス
テップＳ１２６）、センサ読取値の濃度変換（ステップＳ１２７）、変換濃度値を記憶（
ステップＳ１２８）する処理を実行する。そして、記憶した変換濃度値を使用して濃度補
正テーブルを算出し（ステップＳ１２９）、算出した濃度補正テーブルを濃度補正テーブ
ル１０８に設定する（ステップＳ１３０）。
【００８３】
　なお、前記ステップＳ１２５からステップＳ１３０の処理に関しては、部数印刷形態に
おけるステップＳ１０９からステップＳ１１４と同じであるため、ここでの動作説明は省
略する。
【００８４】
　ページ印刷形態においては、印刷出力するページ毎に、最初のＮページ分ステップＳ１
２５からステップＳ１３０の処理を実行する（ステップＳ１３１）。このようにする理由
は、ページ印刷形態においては、１ページを構成する画像データが画像濃度となり、その
画像濃度に依存した濃度ずれ量が発生するからである。但し、前記画像濃度定義単位は一
例であり、印刷出力する部数が非常に多い場合などは、画像濃度の定義を同一ページデー
タを複数枚印刷後としても良い。具体的には、印刷出力する部数が１０００部を超えるよ
うな場合、ページ印刷形態においては、同一データが１０００枚連続で印刷される。この
場合の画像濃度の定義を、ページ毎、５枚の印刷完了時とし、印刷開始から１０枚の印刷
出力が完了するまでの、２回のキャリブレーション動作によって、画像濃度を定義しても
良い。なお、画像濃度の確認は、印刷出力するページが切り替わる毎、最初のＮページ分
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の印刷出力の間、ＲＡＭ１０３に記憶させたビデオカウント値の増分を基に行うようにす
れば良い。
【００８５】
　所定のページ数分の印刷が終了すると、次の処理ステップに移行する。すなわち、次の
ページの印刷出力を行う（ステップＳ１３２）。そして、ステップＳ１３２実行以前に測
定した変換濃度値を読み取り／参照して（ステップＳ１３３）、濃度補正テーブルの算出
を行う（ステップＳ１３４）。この場合においても、部数印刷形態と同様、濃度補正テー
ブルの算出には、ステップＳ１３２実行以前のキャリブレーション動作の測定、および変
換した濃度値を用いる。
【００８６】
　ＣＰＵ１０１は、算出した濃度補正テーブルを、濃度補正テーブル１０８に設定する（
ステップＳ１３５）。つまり、以降のページ印刷出力時においては、キャリブレーション
処理を一切行わないが、印刷出力時には、適正な濃度補正テーブル、すなわちステップＳ
１３５によって設定された濃度補正テーブルが使用されて濃度補正処理が実施される。
【００８７】
　ページ印刷形態の場合、印刷出力するページが変わる度に、前記ステップＳ１２２から
ステップＳ１３５の処理が行われる。つまり、印刷出力するページデータが変わる毎に、
そのページのはじめのＮ枚の印刷が実施されるまではキャリブレーション処理が実施され
る。そして、以降の印刷出力時にはキャリブレーション動作を行うことなく、且つ適正な
濃度補正処理が適用される。
【００８８】
　ページ印刷形態における、動作概念図を図６に示す。図６は、横軸に時間、縦軸に濃度
ずれ量を示した図である。同図において、Ｔｓは印刷開始タイミング、Ｔ１，Ｔ２は、印
刷出力する画像データを構成する１ページ目、２ページ目の印刷終了タイミングを示す。
また、Ｔ１１，Ｔ１２，Ｔ２１，Ｔ２２は各ページの１ページ分の印刷終了タイミングで
あると同時にキャリブレーション動作タイミングを示す。また、Ｔｊｂｅは投入されたジ
ョブの印刷出力が完了するタイミングである。
【００８９】
　ページ印刷形態の場合、印刷出力するページが切り替わった後の、はじめのＮページの
印刷出力完了時にキャリブレーション動作を施す。したがって、１ページ目の印刷出力時
においては、Ｔ１１およびＴ１２タイミングでキャリブレーション動作を実施する。そし
て、Ｔ１１，Ｔ１２タイミングでの、キャリブレーション動作による、各パッチの濃度ず
れ量Ｄｙ（Ｄｙの値はパッチ画像により異なる）を用いて、以降の印刷出力における濃度
補正テーブルの算出、設定を行う。したがって、はじめの２ページに関しては、Ｔ１２か
らＴ１までの期間、及びＴ２２からＴ２までの期間はキャリブレーション動作を行わず、
予測濃度ずれにおける濃度補正処理が行われる。
【００９０】
　また、１ページ分（単位ページ）の印刷出力完了時の濃度ずれ量：Ｄｙを用いて、以降
の印刷出力における濃度補正テーブルの算出、設定を行っている。そのため、その後、１
ページ分の印刷出力を行った場合においても、濃度ずれ量はＤｙを超えずに印刷を行うこ
とが可能となる。
【００９１】
　なお、既に説明しているように、図６におけるＴ１１，Ｔ１２，Ｔ２１，Ｔ２２・・・
は、必ずしも１ページ分の印刷出力が完了した時点としなくても良い。つまり、印刷部数
が多い場合は、複数ページを単位として、Ｔ１１，Ｔ１２，Ｔ２１，Ｔ２２・・・を設定
しても良い。
【００９２】
　本実施形態の画像形成装置は、印刷形態によらず、投入された大量印刷ジョブの印刷出
力が開始されている時点で、プリンタエンジン３０からのキャリブレーション要求信号３
０１が画像形成部１０に入力されても、その要求を無視するものとする。つまり、部数印
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刷形態であっても、ページ印刷形態であっても、大量印刷ジョブの印刷出力実行時におい
ては、予測による濃度補正処理を中心に濃度補正を行う。このようにすることにより、生
産性の向上と、印刷出力画像品位の向上を実現する。
【００９３】
　以上、説明したように、第１の実施形態によれば、同一ジョブを大量に印刷する場合、
その印刷形態に応じて、濃度補正の精度が最も高まる画像濃度およびタイミングを設定し
、限られた回数の設定タイミングにのみキャリブレーション動作を行う。キャリブレーシ
ョン動作における測定濃度値は、印刷形態に応じて必要分記憶し、前記設定タイミングに
おいて、キャリブレーション動作を行うことなく、参照されて濃度補正テーブルが書き換
えられる。つまり、大量部数印刷時における大半の時間にキャリブレーション動作を行わ
ないことで、生産性を向上させ、且つ、濃度補正テーブルの適宜書き換えにより、印刷画
像の画像品位を向上させることが可能となる。
【００９４】
　＜第２の実施形態＞
　次に、第２の実施形態に関して説明する。第１の実施形態においては、印刷形態が部数
印刷形態である場合、画像濃度を印刷出力する画像データの１部を単位として定義した。
第２の実施形態では、部数印刷形態である場合の画像濃度定義を変更する場合に関して説
明を行う。第２の実施形態は、特に、印刷出力する画像データの１部を構成するページ数
が多い場合において有効な実施形態である。なお、第２の実施形態における説明において
も、第１の実施形態の説明において使用した図および符号が同じである場合は同一符号を
用いて説明する。
【００９５】
　図７に、第２の実施形態における動作フローを示す。投入されたジョブが、大量部数印
刷であり、且つ、印刷形態が部数印刷形態である場合、ＣＰＵ１０１は、１部を構成する
ページ数の確認を行う（ステップＳ２０１）。１部を構成するページ数が、所定のページ
数：ＴＨよりも少ない場合は、第１の実施形態で説明した部数印刷形態の動作フローにし
たがって印刷出力処理を実施する（ステップＳ２３４）。なお、ステップＳ２３４の処理
に関しては、第１の実施形態と同一であるためここでの説明は省略する。
【００９６】
　ステップＳ２０１において、１部を構成するページ数が所定のページ数：ＴＨよりも多
い場合、ＣＰＵ１０１は、第１の実施形態の印刷出力開始時と同様、ビデオカウント部１
１２に記憶されているビデオカウント値の読み取りを行う（ステップＳ２０２）。ビデオ
カウント値を読み取る目的は、第１の実施形態と同様で、画像濃度を確認するためである
。
【００９７】
　次に、ＣＰＵ１０１は画像濃度単位を変更する（ステップＳ２０３）。具体的には、印
刷形態記憶部１０７に記憶されている印刷出力する画像データの１部を構成するページ数
を参照し、１部を構成するページを複数のページ群に分割する。なお、以降の説明におい
ては、１部を構成するページ数が１００ページであり、画像濃度の定義として、前半の５
０ページと後半の５０ページの２つに分割するものとして説明する。
【００９８】
　画像濃度の定義が終了すると印刷出力を開始する（ステップＳ２０４）。ＣＰＵ１０１
は、印刷ページを管理し、印刷出力したページが第１設定ページ、すなわち、本説明にお
いては、５０ページに達したかの確認を行う（ステップＳ２０５）。ステップＳ２０５に
おいて、印刷出力したページ数が第１設定ページに達しない場合は印刷出力を継続して行
う。ステップＳ２０５において、印刷出力したページが第１設定ページに達した場合、Ｃ
ＰＵ１０１は次の処理に移行する。
【００９９】
　すなわち、これまで印刷出力した画像データのトナー消費量を調べるため、ビデオカウ
ント部１１２に記憶されているビデオカウント値の読み取りを行う（ステップＳ２０６）
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。ステップＳ２０６により読み取られたビデオカウント値と、ステップＳ２０２により読
み取られたビデオカウント値を参照することで、第１設定ページまでの消費トナー量を算
出することができる。この算出値を第１設定ページまでの画像濃度として扱う。すなわち
、以降の処理における画像濃度確認用のパラメータとして、ＲＡＭ１０３の作業領域に保
持する。
【０１００】
　ビデオカウント値の読み取り終了後、ＣＰＵ１０１は、キャリブレーション動作を実行
する。すなわち、パッチ画像生成部１１０に、プリンタエンジン３０として定義されてい
る複数濃度で構成されるパッチ画像出力を促す。パッチ画像生成部１１０は、ＣＰＵ１０
１からの指示を受けると、パッチ画像データを画像処理部１１１に出力する（ステップＳ
２０７）。出力されたパッチ画像は、プリンタエンジン３０の感光ドラム上に像形成され
る。そして、形成されたパッチ画像は、濃度センサ２０により読み取られ（ステップＳ２
０８）、濃度変換部１１３により濃度ずれ量として変換される（ステップＳ２０９）。変
換濃度値は、ＣＰＵ１０１により読み取られ、ＲＡＭ１０３に記憶される（ステップＳ２
１０）。この変換濃度値は、第１設定ページまでの印刷出力を行った場合の各パッチ画像
の濃度ずれ量を示すものとなる。
【０１０１】
　次に、ＣＰＵ１０１は、各パッチ画像の濃度ずれ量を参照して、濃度補正テーブルの算
出を行う（ステップＳ２１１）。濃度補正テーブルの算出にあたっては、第１の実施形態
と同様、パッチ画像として変換濃度値が存在しない濃度レベルに関しては、線形補間ある
いは２次項を用いた補間処理によって算出される。
【０１０２】
　次にＣＰＵ１０１は、算出した濃度補正テーブルを濃度補正テーブル１０８に設定する
（ステップＳ２１２）。このタイミングでステップＳ２０７からステップＳ２１２による
キャリブレーション処理が実施されることにより、以後の印刷出力前に濃度リニアが保証
される。
【０１０３】
　ステップＳ２０７からステップＳ２１２の実行によるキャリブレーション動作終了後、
画像形成装置は印刷出力を再開する（ステップＳ２１３）。次に、ＣＰＵ１０１は、第２
設定ページまでの印刷出力が終了するまで印刷処理を継続して実行させる（ステップＳ２
１４）。本実施形態においては、１部を構成するページを２分割としているため、第２設
定ページを印刷するタイミングは、１部を構成する最終ページの印刷出力終了後のタイミ
ングとなる。
【０１０４】
　ステップＳ２１４により、印刷出力したページが、第２設定ページすなわち最終ページ
である１００ページまで達した場合、ＣＰＵ１０１は次の処理に移行する。まず、ビデオ
カウント部１１２に記憶されているビデオカント値を読み取る（ステップＳ２１５）。ス
テップＳ２１５により読み取られたビデオカウント値と、ステップＳ２０６により読み取
られたビデオカウント値を参照することで、第１設定ページ印刷出力終了後から、第２設
定ページ印刷出力終了までの消費トナー量を算出することができる。この算出値を、第２
設定ページまでの画像濃度として扱う。すなわち、以降の処理における画像濃度確認用の
パラメータとして、ＲＡＭ１０３の作業領域に保持する。
【０１０５】
　第２設定ページまでの画像濃度算出後、ＣＰＵ１０１は、再びキャリブレーション処理
実行を促す。つまり、パッチ画像の出力（ステップＳ２１６）、パッチ画像濃度の読み取
り（ステップＳ２１７）、センサ読取値濃度変換（ステップＳ２１８）、変換濃度値記憶
（ステップＳ２１９）の処理を行う。そして、ステップＳ２１９により記憶した変換濃度
値を用いて、濃度補正テーブルの算出（ステップＳ２２０）、濃度補正テーブルの設定（
ステップＳ２２１）の処理を行う。
【０１０６】
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　なお、ステップＳ２１６からステップＳ２１９までの処理は、既に説明したステップＳ
２０７からステップＳ２１２までの処理と同じであるため、ここでの詳細な説明は省略す
る。
【０１０７】
　ステップＳ２１６からステップＳ２１９までのキャリブレーション処理により、第２設
定ページまでの印刷出力によって発生する濃度ずれをなくすことが出来る。つまり、プリ
ンタエンジン３０は、第２設定ページまでの印刷出力による濃度ずれが補正され、濃度リ
ニアが保証される状態となる。
【０１０８】
　ＣＰＵ１０１は、あらかじめ設定された部数分、ステップＳ２０４からステップＳ２２
１までの処理を繰り返し行う（ステップＳ２２２）。例えば、繰り返し回数：Ｐが２、す
なわちキャリブレーション処理を実施する部数が２であった場合、第１設定ページの測定
濃度ずれ量、第２設定ページの測定濃度ずれ量は、各パッチ画像で２つ存在することとな
る。
【０１０９】
　別図を用いて、読み取った複数回の各パッチ画像濃度値をどのように使用するかを説明
する。図８は、横軸に時間のパラメータをとった場合のキャリブレーション動作タイミン
グ、およびキャリブレーション実施時の各パッチ画像の測定濃度値を示すものである。
【０１１０】
　同図において、Ｔｓは印刷開始タイミングである。Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３，Ｔ４は、各々キ
ャリブレーション動作タイミングであり、Ｔ１およびＴ３は、第１設定ページ印刷終了後
のキャリブレーション動作、Ｔ２およびＴ４は、第２設定ページ印刷終了後のキャリブレ
ーション動作である。
【０１１１】
　また、Ｔ１～Ｔ４各々の位置に示したパッチ画像Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは、キャリブレーショ
ン動作時に使用されているパッチ画像を示し、本説明においては、画像Ａは濃度：６４，
画像Ｂは濃度：１２８，画像Ｃは濃度：１９２，画像Ｄは濃度：２５５を示すものとする
。
【０１１２】
　Ｔ１タイミングにおける各パッチ画像の横に示したａ１，ｂ１，ｃ１，ｄ１は、第１設
定ページ、第１回目のキャリブレーション動作によって濃度センサ２０で読み取られた濃
度値を示す。
【０１１３】
　また、ａ２，ｂ２，ｃ２，ｄ２は、第２設定ページ、第１回目のキャリブレーション動
作によって濃度センサ２０で読み取られた濃度値を示す。以下、同様にＴ３タイミングに
おける各パッチ画像の横に示したａ３，ｂ３，ｃ３，ｄ３は、第１設定ページ、第２回目
のキャリブレーション動作による読み取り濃度値を示す。また、Ｔ４タイミングにおける
各パッチ画像の横に示したａ４，ｂ４，ｃ４，ｄ４は、第２設定ページ、第２回目のキャ
リブレーション動作による読み取り濃度値を示す。
【０１１４】
　第２の実施形態においては、各キャリブレーション実施タイミングは、設定ページまで
の印刷終了後である。したがって、この場合の画像濃度の定義は、設定ページまでの印刷
を行った場合のトナー消費量（ビデオカウント値の増分）となる。印刷出力する画像デー
タは、設定ページまでを単位とすれば同一であるため、第１設定ページまでの印刷出力終
了後、あるいは第２設定ページまでの印刷出力終了後の画像濃度は同一となる。したがっ
て、Ｔ１およびＴ３のタイミングは、各々同一画像データを同一ページ分印刷出力した後
であるため、この印刷出力による濃度ずれ量はほぼ等しくなる。つまり、ａ１とａ３，ｂ
１とｂ３，ｃ１とｃ３，ｄ１とｄ３は近い値となる。また、同様に、Ｔ２およびＴ４のタ
イミングは、各々同一画像データを同一ページ分印刷出力した後であるため、この印刷出
力による濃度ずれ量はほぼ等しくなる。つまり、ａ２とａ４，ｂ２とｂ４，ｃ２とｃ４，
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ｄ２とｄ４は近い値となる。
【０１１５】
　したがって、ａ１，ｂ１，ｃ１，ｄ１，ａ２，ｂ２，ｃ２，ｄ２，ａ３，ｂ３，ｃ３，
ｄ３，およびａ４，ｂ４，ｃ４，ｄ４を用いて、以降の部数印刷終了後の濃度ずれ量を予
測する。例えば、図８に示すように、２部、４回のキャリブレーション動作結果で予測す
る場合は、各々のパッチ画像データの各回濃度測定値平均をとったものを、以降の部数印
刷終了後の濃度ずれ量として使用するようにする。このようにすることによって、３部目
以降の濃度ずれ量をキャリブレーション処理により測定する必要がなくなる。また、予測
濃度ずれ量に応じて、濃度補正テーブルを修正して設定することが可能となる。
【０１１６】
　つまり、ステップＳ２２２において、部数印刷が終了すると、ＣＰＵ１０１は、印刷開
始時から複数回にわたって測定した変換濃度値の読み取りを行う。そして、各回の変換濃
度値を基に、濃度補正テーブルの算出を行う。濃度補正テーブルの算出時に用いる変換濃
度値は、各回の対応する変換濃度値を平均化処理するようにしても良いし、各回で変換濃
度値にバラツキがない場合は、最新回の変換濃度値を用いるようにしても良い。
【０１１７】
　ステップＳ２２２において、キャリブレーション動作を実施する部数分（２部数分）の
印刷出力が終了すると、ＣＰＵ１０１は、次の部数の印刷出力を開始する（ステップＳ２
２３）。ＣＰＵ１０１は、第１設定ページの印刷が終了するまで、印刷処理を継続する（
ステップＳ２２４）。ステップＳ２２４において、第１設定ページまでの印刷出力が終了
したと判断された場合、ＣＰＵ１０１は、ＲＡＭ１０３に記憶した第１設定ページでの変
換濃度値の読み取りを行う（ステップＳ２２５）。図８に記載した例をとれば、パッチ画
像Ａにおいては、ａ１とａ３、パッチ画像Ｂにおいては、ｂ１とｂ３、パッチ画像Ｃにお
いては、ｃ１とｃ３、パッチ画像Ｄにおいては、ｄ１とｄ３を使用した変換濃度値を読み
取る。次に、ＣＰＵ１０１は、第１設定ページの印刷出力後の濃度ずれを考慮した濃度補
正テーブルの算出を行う（ステップＳ２２６）。そして、算出した濃度補正テーブルを濃
度補正テーブル１０８に対して設定する（ステップＳ２２７）。
【０１１８】
　濃度補正テーブル１０８に設定される濃度補正テーブルは、第１設定ページ印刷終了後
の、濃度ずれ量を用いて算出されたものであるため、以後の印刷出力時においては、濃度
リニアが保証されたものとなる。
【０１１９】
　次にＣＰＵ１０１は、第２設定ページまでの印刷出力を行うように制御する。印刷出力
の実行は、第２設定ページまでの印刷出力が終了するまで行われる（ステップＳ２２８，
ステップＳ２２９）。ステップＳ２２９において、第２設定ページまでの印刷出力が終了
したと判断された場合、ＣＰＵ１０１は、ＲＡＭ１０３に記憶した第２設定ページでの変
換濃度値の読み取りを行う（ステップＳ２３０）。図８に記載した例をとれば、パッチ画
像Ａにおいては、ａ２とａ４、パッチ画像Ｂにおいては、ｂ２とｂ４、パッチ画像Ｃにお
いては、ｃ２とｃ４、パッチ画像Ｄにおいては、ｄ２とｄ４を使用した変換濃度値を読み
取る。次に、ＣＰＵ１０１は、第２設定ページの印刷出力後の濃度ずれを考慮した濃度補
正テーブルの算出を行う（ステップＳ２３１）。そして、算出した濃度補正テーブルを濃
度補正テーブル１０８に対して設定する（ステップＳ２３２）。
【０１２０】
　濃度補正テーブル１０８に設定される濃度補正テーブルは、第２設定ページ印刷終了後
の、濃度ずれ量を用いて算出されたものであるため、以後の印刷出力時においては、濃度
リニアが保証されたものとなる。
【０１２１】
　ＣＰＵ１０１は、投入された全てのジョブが完了するまで、すなわち、全ての印刷出力
が完了するまで、ステップＳ２２３からステップＳ２３２の処理を繰り返し実施しながら
印刷を行う。つまり、第１設定ページまでの印刷出力終了、あるいは第２設定ページまで
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の印刷出力終了を濃度補正テーブルの設定タイミングとして制御を行う。また、この濃度
補正テーブルの設定タイミングにおいては、印刷出力開始時に測定、変換した濃度値をも
とに濃度補正テーブルを作成しているため、キャリブレーション処理が行われるわけでは
ない。
【０１２２】
　第２の実施形態における、動作概念図を図９に示す。図９は、横軸に時間、縦軸に濃度
ずれ量を示した図である。同図において、Ｔｓは印刷開始タイミング、Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３
，Ｔ４は、印刷出力する画像データを構成する第１設定ページ印刷終了、あるいは第２設
定ページの印刷終了タイミングを示す。また、Ｔｊｂｅは投入されたジョブの印刷出力が
完了するタイミングである。
【０１２３】
　印刷出力するはじめのＰ部の印刷出力時において、第１設定ページまでの印刷出力、あ
るいは第２設定ページの印刷出力完了時にキャリブレーションを施す。したがって、本説
明のように、Ｐを２とすれば、Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３，Ｔ４のタイミングのみキャリブレーシ
ョン処理が行われる。そして、Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３，Ｔ４タイミングでの、キャリブレーシ
ョン動作による各パッチの濃度ずれ量を用いて、以降の印刷出力における濃度補正テーブ
ルの算出、設定を行う。したがって、３部目以降の印刷出力時には、キャリブレーション
動作を行わず、予測濃度ずれを基にした濃度補正テーブルによる濃度補正処理が行われる
。
【０１２４】
　また、第１設定ページ、第２設定ページの印刷出力完了時の濃度ずれ量を用いて、以降
の印刷出力における濃度補正テーブルの算出、設定を行っている。そのため、その後の部
数における、第１設定ページ、あるいは第２設定ページの印刷出力を行った場合において
も、濃度ずれ量を大きく変動させることなく印刷を行うことが可能となる。
【０１２５】
　これにより、印刷出力が中断されることなく、印刷を行うことが出来るため生産性を向
上させることが出来る。また、キャリブレーション処理を実施していなくても、第１設定
ページ、および第２設定ページまでの印刷実行による画像比率を考慮した濃度ずれ量を参
照して、濃度補正テーブルの設定を行っているため、印刷出力画像品位を向上させること
が出来る。
【０１２６】
　以上説明したように第２の実施形態によれば、印刷形態が部数印刷形態であり、さらに
１部を構成するページ数が多い場合に、複数に分割したものを濃度補正テーブル書き換え
タイミングと設定する。つまり、濃度補正の精度が最も高まる画像濃度として、１部を構
成するページ構成を分割したものとする。部数印刷形態において、多くのページをまとめ
て扱わず、複数に分割して扱うことにより、画像濃度の設定をより的確に行うことが可能
となるため、キャリブレーション動作を行わない場合の濃度補正処理による精度が向上す
る。
【０１２７】
　＜第３の実施形態＞
　次に、第３の実施形態に関して説明する。第１の実施形態、あるいは第２の実施形態に
おいては、印刷実行のジョブが投入された時点から、印刷形態に応じた制限部数内の所定
タイミングでキャリブレーション動作を行っていた。つまり、各印刷形態で定義した画像
濃度に応じてその場合の濃度ずれ量を測定し測定値を保持することで、以降の濃度補正テ
ーブルの設定を行うようにしていた。
【０１２８】
　これに対し、第３の実施形態では、試し刷りモードを設けそのモード動作内において、
設定された印刷形態に応じて、大量部数印刷前の段階で濃度ずれ量を測定、保持するもの
である。
【０１２９】
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　ＰＯＤ機によらず、大量部数印刷を行う前には、試し刷りによる印刷を行う場合が多い
。この試し刷りの実行により、画像データのレイアウトや、色味の確認、誤植の確認を行
い問題がないと判断した場合に、大量部数の印刷を行う。
【０１３０】
　投入された印刷実行ジョブは、大量部数印刷時において、生産性、高画質化が求められ
る。したがって、キャリブレーション動作を、大量部数印刷時に行うのではなく、試し刷
り実行時に行うようにする。
【０１３１】
　図１０に、第３の実施形態における動作フローを示す。試し刷りモードが選択されたと
き、ＣＰＵ１０１は、以降の大量部数印刷時の印刷形態の確認を行う（ステップＳ３０１
）。試し刷り後に、部数印刷形態で大量部数を印刷する場合、部数印刷によるキャリブレ
ーション動作タイミングを前提として印刷を行う（ステップＳ３０２）。すなわち、１ペ
ージ目から最終ページまでを連続印刷する（ステップＳ３０３）。
【０１３２】
　第１の実施形態においても説明しているように、部数印刷形態の場合は、１部が画像濃
度に相当する。したがって、キャリブレーション動作実行による濃度ずれの測定は、１部
の印刷が終了した時点となる。よって、ステップＳ３０３によって、１部の印刷が完了し
たと判断された場合、１部の印刷実行による濃度ずれ量を測定するためにキャリブレーシ
ョン動作を行う。すなわち、パッチ画像を出力し（ステップＳ３０４）、感光ドラム上に
像形成されたパッチ画像を濃度センサ２０で読み取り（ステップＳ３０５）、読み取り値
を濃度値（濃度ずれ量）に変換する（ステップＳ３０６）。ＣＰＵ１０１は、前記変換濃
度値をＲＡＭ１０３に格納する（ステップＳ３０７）。ステップＳ３０７において、ＲＡ
Ｍ１０３に格納した各パッチの濃度ずれ量は、試し刷り印刷後の大量部数印刷時の濃度補
正テーブル算出濃度値として用いられる。つまり、大量部数印刷時には、キャリブレーシ
ョン動作を行わずに、適宜、印刷形態に応じたタイミングで濃度補正テーブルの書き換え
が行われるようになる。
【０１３３】
　また、試し刷り印刷実行時に濃度ずれ量を測定し、大量部数印刷時の、最初の１部印刷
後のキャリブレーション動作による濃度ずれ量と比較するようにしても良い。この場合、
大量部数印刷時に行うキャリブレーション動作回数を減らすことが可能となるため、大量
部数印刷時の生産性を向上させることが出来る。
【０１３４】
　次に、ステップＳ３０１において、試し刷り印刷後に、ページ印刷形態で大量部数を印
刷する場合、画像形成装置はページ印刷によるキャリブレーション動作タイミングを前提
として印刷を行う（ステップＳ３０８）。すなわち、画像データを、１ページ毎に出力し
（ステップＳ３０９）、その都度キャリブレーション動作を行う。すなわち、パッチ画像
を出力し（ステップＳ３１０）、感光ドラム上に像形成されたパッチ画像を濃度センサ２
０で読み取り（ステップＳ３１１）、読み取り値を濃度値（濃度ずれ量）に変換する（ス
テップＳ３１２）。ＣＰＵ１０１は、前記変換濃度値をＲＡＭ１０３に格納する（ステッ
プＳ３１３）。
【０１３５】
　ページ印刷形態においては、キャリブレーション動作が、各ページ印刷後になるため、
ステップＳ３１３における、変換濃度値は、各ページ分格納されることになる。なお、ス
テップＳ３０７において、ＲＡＭ１０３に格納した、各パッチの濃度ずれ量は、試し刷り
後の、大量部数印刷時の濃度補正テーブル算出濃度値として用いられる。つまり、大量部
数印刷時には、キャリブレーション動作を行わずに、適宜、印刷形態に応じたタイミング
で濃度補正テーブルの書き換えが行われるようになる。
【０１３６】
　つまり、ページ印刷形態においても、大量部数印刷時には、キャリブレーション動作を
行うことがなくなるため、生産性を向上させることが出来る。また、大量部数印刷時、試
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し刷り動作モード時に測定している各ページ印刷後の濃度ずれ量を用いて濃度補正テーブ
ルを設定するため、印刷出力される画質を向上させることが出来る。
【０１３７】
　以上説明したように、第３の実施形態によれば、試し刷りモードを設け、試し刷りモー
ド実行時に、各印刷形態に応じたキャリブレーション動作を行い、濃度ずれ量の測定を行
うようにしている。この試し刷りモード時のキャリブレーション動作による濃度ずれ量を
、以降の大量部数印刷時に参照、あるいは使用することで、生産性を向上させることが可
能となる。また、この場合においても、キャリブレーション動作を行わずに、適宜、測定
濃度ずれ量を用いて、濃度補正テーブルが書き換えられるため、高画質化を達成すること
が可能となる。
【０１３８】
　［その他の実施形態］
　尚、本発明は複数の機器（例えば、ホストコンピュータ，インターフェース機器，リー
ダ，プリンタなど）から構成されるシステムに適用しても、１つの機器からなる装置（例
えば、複写機，ファクシミリ装置など）に適用しても良い。
【０１３９】
　また、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコードを記録した
記録媒体を、システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（Ｃ
ＰＵ若しくはＭＰＵ）が記録媒体に格納されたプログラムコードを読出し実行する。これ
によっても、本発明の目的が達成されることは言うまでもない。
【０１４０】
　この場合、コンピュータ読み取り可能な記録媒体から読出されたプログラムコード自体
が前述した実施形態の機能を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記録
媒体は本発明を構成することになる。
【０１４１】
　このプログラムコードを供給するための記録媒体として、例えばフレキシブルディスク
，ハードディスク，光ディスク，光磁気ディスク，ＣＤ－ＲＯＭ，ＣＤ－Ｒ，磁気テープ
，不揮発性のメモリカード，ＲＯＭなどを用いることができる。
【０１４２】
　また、コンピュータが読出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施
形態の機能が実現されるだけでなく、次の場合も含まれることは言うまでもない。即ち、
プログラムコードの指示に基づき、コンピュータ上で稼働しているＯＳ（オペレーティン
グシステム）などが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理により前述した実施形態
の機能が実現される場合である。
【０１４３】
　更に、記録媒体から読出されたプログラムコードがコンピュータに挿入された機能拡張
ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込む。その後、
そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わる
ＣＰＵなどが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理により前述した実施形態の機能
が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【０１４４】
【図１】第１または第２または第３の実施形態における画像形成装置の構成を示す図
【図２】部数印刷形態とページ印刷形態を示す図
【図３】第１の実施形態における動作フローを示す図
【図４】部数印刷形態におけるキャリブレーション実行タイミングを示す図
【図５】第１の実施形態における部数印刷形態の概念図
【図６】第１の実施形態におけるページ印刷形態の概念図
【図７】第２の実施形態における動作フローを示す図
【図８】第２の実施形態におけるキャリブレーション実行タイミングを示す図
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【図９】第２の実施形態における部数印刷形態の概念図
【図１０】第３の実施形態における動作フローを示す図
【図１１】キャリブレーション動作フローを示す図
【図１２】パッチ画像構成を示す図
【図１３】パッチ画像の濃度値の読み取り構成を示す図
【図１４】キャリブレーション動作における濃度補正テーブル生成を示す図
【図１５】キャリブレーション動作における濃度ずれを示す図
【図１６】先行技術におけるキャリブレーションタイミングを示す図
【図１７】先行技術におけるキャリブレーションタイミングを示す図
【図１８】先行技術におけるキャリブレーションタイミングを示す図
【符号の説明】
【０１４５】
　１０　画像形成部
　２０　濃度センサ
　３０　プリンタエンジン
　１０１　ＣＰＵ
　１０２　ＲＯＭ
　１０３　ＲＡＭ
　１０４　画像データ入力パス
　１０５　画像入力ｉ／ｆ
　１０６　印刷形態通知パス
　１０７　印刷形態記憶部
　１０８　濃度補正テーブル
　１０９　濃度補正部
　１１０　パッチ画像生成部
　１１１　画像処理部
　１１２　ビデオカウント部
　１１３　濃度変換部
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